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令和６（２０２４）年１２月の調査結果



「毎年暮れには従業員に餅代として寸志を渡すが、借り入れをして支払うような形になり資金繰りは

ますますマイナスになっている。又、日が暮れるのが早いために現場で仕事をする時間が大幅に減っ

ているために仕事ははかどらず、利益を生むところまで行かないのが現実」（とび）「仕入単価は上昇

が止まらない状況。少しずつ上がっている模様。一方顧客の設備投資意欲は昨年より縮小していると

見える」（空調（エアコン）設備工事） 

「人材確保の為に、来年度から有休休暇日数を増やしたり、育休や介護休暇制度など、総労働時間が

大きく現象する一方で、原材料費やエネルギー価格の上昇など、コストアップ要因が多い中で、賃金

のアップをしていかなければならないのは、大変厳しい状況にある」（自動車・同附属品製造）「年末

年始は操業日が低く、ユーザーも大型連休に入り生産及び収益は下振れ。ただ、懸念している状況よ

りは、状況が上向きになっている。デジタル化の推進で年末調整事務等の簡素化実施」（その他の鉄鋼） 

「月間を通じ好天が多く、人流・入店は堅調に推移。セール分散傾向も有り、全体をとしてはやや低調

もカジュアル衣料は前年を堅持。食物販は値上げ影響で点数減も単価上昇で前年同レベルの売上を確

保。クリスマス需要は昨年の１．４倍と大きく伸長」（百貨店）「食品に限らず原料の高騰がここまで続

くと販売価格への転嫁だけではこの先の営業活動を継続していくのが難しいと感じた１年だった」（食

品卸売）「８月～１０月は厳しい月度で大きく落ち込んだが、１１月１２月は連続して好調。しかし、

８月～１０月のマイナスを全て返せるレベルには至っていないので、年間ベースでは厳しい状況。業

績が好転するにつけて人手不足が出だした」（大型小売店） 

「金利が上がっている為、購入客が減少している。人件費、商材の値上がりで建築費、仕入れ価格が上

昇している。購入客も動きが悪い。全体的にインフレがジワーと来ているようだ」（不動産管理）「良く

も悪くも天候次第。寒さが緩めば今冬の売上は昨対を上回る見通し。但し、売上が上がっても仕入や

光熱費などの経費が上がり続けており採算は悪化の見通し。シニア層のお客様が昨年の夏から減少し

て来ていることが気がかり」（ゴルフ練習場）「業況としてはインフラ整備や維持管理関連での堅調な

動きが続くと予想していますが、物価上昇傾向に伴う材料費等によるコスト高への不安も出てきてい

る。また、小規模事業者にとってはインボイス制度の影響も真剣に取り組む必要があると感じる。」（地

質調査・地質コンサルタント） 

１２月の全産業合計の業況ＤＩ値（前年同月比ベース、

以下同じ）は、▲１４．６（前月水準▲６．１）となりマ

イナス幅が８．５ポイント拡大した。 

来年度を見据える中、継続している原材料費等の価格上

昇への不安の声は未だ多く寄せられる。卸・小売業の一部

では年末イベント・セールによる効果で売上がやや好調と

のコメントが有。一方、サービス業では、金利上昇や天候

に左右され顧客の減少が見受けられる。同様に、建設業で

も設備投資意欲の低下による買い控えや就業時間短縮によ

る工期の長期化で利益に繋がりづらい状況。 
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各業種の業況はまだら模様。物価・コスト費用の上昇継続により収益環境は依然厳しい状況。  

回答期間：令和6年12月19日～令和7年1月7日  調査対象：柏市内173業所及び組合にヒアリング、回答数75 

柏の景気情報（令和６年 1２月の調査結果のポイント） 

 

 
 

全産業合計では、「柏の景気」が▲１４．６に対し、「ＣＣＩ－ＬＯＢＯ」が▲１４．４で、柏のほうがマイナス幅が

０．２ポイント大きい。「柏の景気」の方が良い業種は、サービス業である。「柏の景気」の方が悪い業種は、建設業・製

造業・卸小売業である。 

前月と比べたＤＩ値の動き    改善    横ばい   悪化 

★調査結果のまとめ 

★全国の商工会議所早期景気観測調査（CCI－LOBO）との比較 

★業種別の動向 



特に好調 好調 まあまあ 不振 極めて不振

DI≧50 50＞DI≧25 25＞DI≧0 0＞DI≧▲25 ▲25＞DI

業況DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

0.3
▲ 14.6 ±0.0 ▲ 42.1 ▲ 35.0  21.0

▲ 14.4 ▲ 11.3 ▲ 21.4 ▲ 20.2 ▲ 3.4

売上DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 13.3 ▲ 29.4 ▲ 31.5 ▲ 20.0  26.3

▲ 0.4 ▲ 9.4 ▲ 6.6 ▲ 3.4 11.6

採算DI  全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 12.0 ▲ 17.6 ▲ 31.5 ▲ 25.0  26.3

▲ 14.7 ▲ 12.9 ▲ 19.6 ▲ 20.5 ▲ 9.2

仕入単価DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 62.6 ▲ 47.0 ▲ 57.8 ▲ 75.0 ▲ 68.4

▲ 66.1 ▲ 68.7 ▲ 61.9 ▲ 71.8 ▲ 63.0

従業員DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

 25.3  41.1  10.5  5.0  47.3

22.2 38.9 9.6 19.7 29.2

資金繰りDI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

±0.0  5.8 ▲ 5.2 ▲ 10.0  10.5

▲ 10.0 ▲ 6.9 ▲ 12.4 ▲ 15.3 ▲ 6.8

今月の柏の景気天気図
柏の景気情報と全国CCI‐LOBOとの比較

柏の景気

CCI―LOBO

景気天気図

CCI―LOBO

柏の景気

柏の景気

柏の景気

CCI―LOBO

CCI―LOBO

CCI―LOBO

柏の景気

CCI―LOBO

柏の景気



  

12月柏の集計結果(
新聞).docx  3 

調査期間：2024年12月12日～18日 
 
調査対象：全国の326商工会議所が2,455企業 
     にヒアリング調査を実施 

Ｃ Ｃ Ｉ － Ｌ Ｏ Ｂ Ｏ 
商 工 会 議 所 早 期 景 気 観 測（１２月速報） 
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全国・産業別業況ＤＩの推移 
｢見通し｣は当月水準に比較した向こう3ヶ月の先行き見通しＤＩ 

 全産業 建 設 製 造 卸 売 小 売 ｻｰﾋﾞｽ 
７月 ▲16.3 ▲ 13.1 ▲ 22.8 ▲ 24.0 ▲ 20.8 ▲  5.4 

８月 ▲15.4 ▲ 11.6 ▲ 24.4 ▲ 19.9 ▲ 18.4 ▲  5.2 

９月 ▲14.1 ▲ 8.4 ▲ 23.4 ▲ 16.1 ▲ 18.7 ▲  4.3 

１０月 ▲17.2 ▲ 11.8 ▲ 22.0 ▲ 26.1 ▲ 24.1 ▲  6.9 

１１月 ▲16.3 ▲ 12.6 ▲ 20.4 ▲ 19.0 ▲ 23.2 ▲  8.5 

１２月 ▲14.4 ▲ 11.3 ▲ 21.4 ▲ 17.5 ▲ 20.2 ▲  3.4 

見通し ▲ 17.1 ▲ 12.2 ▲ 19.2 ▲ 22.8 ▲ 20.7 ▲  12.6 
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令和６年

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1～3月 ( 12～2月 )

全産業 ▲ 16.4 ▲ 15.7 ▲ 9.6 ▲ 29.7 ▲ 6.1 ▲ 14.6 △ 1.3 ( ±0.0 )

建  設 ±0.0 ▲ 5.5 ▲ 10.0 ▲ 21.4 ▲ 5.2 ±0.0 ▲ 11.7 ( △ 10.5 )

製  造 ▲ 38.8 ▲ 38.8 ▲ 31.5 ▲ 50.0 ▲ 11.7 ▲ 42.1 △ 10.5 ( ▲ 11.7 )

卸・小売 ▲ 33.3 ▲ 30.0 ▲ 9.0 ▲ 45.0 ▲ 21.7 ▲ 35.0 ▲ 25.0 ( ▲ 13.0 )

サービ ス △ 4.3 △ 10.0 △ 9.0 ±0.0 △ 13.6 △ 21.0 △ 31.5 ( △ 13.6 )

令和６年（２０２４年）１２月の動向
【業況について】

業況ＤＩ値（前年同月比）の推移 ※DI＝「好転」の回答割合ー「悪化」の回答割合

１２月の全産業合計のＤＩ値（前年同月比ベース、以下同じ）は、▲１４．６（前月水準▲６．

１）となり、マイナス幅が８．５ポイント拡大した。

先行き見通し

向こう３ヶ月（１月から３月）の先行き見通しについては、全産業では、△１．３（前月水準△

０．０）となり、プラス幅が１．３ポイント拡大した。
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業況ＤＩ値（前年同月比）の推移
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円グラフの外側から、
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全産業

■好転

■不変

■悪化

前年同月と比較した今月の業況について
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令和６年

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1～3月 ( 12～2月 )

全産業 ▲ 5.0 ▲ 3.9 △ 4.8 ▲ 12.1 △ 4.9 ▲ 13.3 △ 12.0 ( △ 7.4 )

建  設 ±0.0 ±0.0 ▲ 10.0 ▲ 7.4 ▲ 5.2 ▲ 29.4 ▲ 11.7 ( △ 21.0 )

製  造 ▲ 33.3 ▲ 27.7 ▲ 21.0 ▲ 25.0 ±0.0 ▲ 31.5 △ 5.2 ( ▲ 5.8 )

卸・小売 ▲ 19.0 ▲ 10.0 △ 9.0 ▲ 25.0 ▲ 4.3 ▲ 20.0 △ 10.0 ( ±0.0 )

サービ ス △ 26.0 △ 20.0 △ 36.3 △ 10.0 △ 27.2 △ 26.3 △ 42.1 ( △ 13.6 )

先行き見通し

売上ＤＩ値（前年同月比）の推移 ※DI＝「増加」の回答割合ー「減少」の回答割合

向こう３ヶ月（１月から３月）の先行き見通しについては、全産業では、△１２．０（前月水準

          △７．４）となり、プラス幅が４．６ポイント拡大した。

○

【売上について】

１２月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲１３．３（前月水準△４．

９）となり、マイナス幅１８．２ポイント拡大した。
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■好転

■不変

■悪化

前年同月と比較した今月の売上について



令和６年

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1～3月 ( 12～2月 )

全産業 ▲ 6.3 ▲ 15.7 ▲ 10.8 ▲ 22.9 ▲ 11.1 ▲ 12.0 △ 6.6 ( ▲ 1.2

建  設 ▲ 5.8 ▲ 5.5 ▲ 15.0 ▲ 14.2 △ 5.2 ▲ 17.6 ▲ 11.7 ( △ 10.5 )

製  造 ▲ 27.7 ▲ 44.4 ▲ 36.8 ▲ 50.0 ▲ 29.4 ▲ 31.5 △ 5.2 ( ▲ 11.7 )

卸・小売 ▲ 19.0 ▲ 25.0 ▲ 13.6 ▲ 40.0 ▲ 39.1 ▲ 25.0 ▲ 5.0 ( ▲ 13.0 )

サービ ス △ 21.7 △ 10.0 △ 18.1 △ 15.0 △ 18.1 △ 26.3 △ 36.8 ( △ 9.0 )

１２月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲１２．０（前月水準▲１１．

１）となり、マイナス幅が０．９ポイント拡大した。

【採算について】

向こう３ヶ月（１月から３月）の先行き見通しについては、全産業では、△６．６（前月水準▲

１．２）であり、マイナス幅が７．８ポイント縮小する見通しである。

○

先行き見通し

採算ＤＩ値（前年同月比）の推移 ※DI＝「好転」の回答割合ー「悪化」の回答割合
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採算ＤＩ値（前年同月比）の推移
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前年同月と比較した今月の採算について



○

令和６年

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1～3月 ( 12～2月 )

全産業 ▲ 62.0 ▲ 59.2 ▲ 60.2 ▲ 62.1 ▲ 59.2 ▲ 62.6 ▲ 52.0 ( ▲ 48.1 )

建  設 ▲ 35.2 ▲ 33.3 ▲ 55.0 ▲ 42.8 ▲ 47.3 ▲ 47.0 ▲ 47.0 ( ▲ 31.5 )

製  造 ▲ 83.3 ▲ 77.7 ▲ 73.6 ▲ 60.0 ▲ 58.8 ▲ 57.8 ▲ 47.3 ( ▲ 41.1 )

卸・小売 ▲ 76.1 ▲ 70.0 ▲ 70.0 ▲ 75.0 ▲ 78.2 ▲ 75.0 ▲ 65.0 ( ▲ 65.2 )

サービ ス ▲ 52.1 ▲ 55.0 ▲ 50.0 ▲ 65.0 ▲ 50.0 ▲ 68.4 ▲ 47.3 ( ▲ 50.0 )

向こう３ヶ月（１月から３月）の先行き見通しについては、全産業では、▲５２．０（前月水準

▲４８．１）となり、マイナス幅が３．９ポイント拡大する見通しである。

先行き見通し

【仕入単価について】
○ １２月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲６２．６（前月水準▲５９．

２）となり、マイナス幅が３．４ポイント拡大した。

仕入単価ＤＩ値（前年同月比）の推移 ※DI＝「下落」の回答割合ー「上昇」の回答割合

▲ 120.0

▲ 100.0

▲ 80.0

▲ 60.0
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±0.0
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仕入単価ＤＩ値（前年同月比）の推移
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前年同月と比較した今月の仕入単価について



○

令和６年

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1～3月 ( 1２～２月 )

全産業 △ 15.1 △ 17.1 △ 21.6 △ 21.6 △ 23.4 △ 25.3 △ 33.3 ( △ 32.0 )

建  設 △ 35.2 △ 44.4 △ 50.0 △ 28.5 △ 42.1 △ 41.1 △ 47.0 ( △ 52.6 )

製  造 △ 5.5 ▲ 11.1 △ 10.5 △ 5.0 △ 5.8 △ 10.5 △ 26.3 ( △ 11.7 )

卸・小売 ▲ 9.5 ±0.0 ▲ 4.5 △ 15.0 △ 13.0 △ 5.0 △ 10.0 ( △ 21.7 )

サービ ス △ 30.4 △ 35.0 △ 31.8 △ 40.0 △ 31.8 △ 47.3 △ 52.6 ( △ 40.9 )

向こう３ヶ月（１月から３月）の先行き見通しについては、全産業では、△３３．３（前月水準

△３２．０）となり、プラス幅が１．３ポイント拡大する見通しである。

【従業員について】
○ １２月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、△２５．３（前月水準△２３．

４）となり、プラス幅が１．９ポイント拡大した。

先行き見通し

従業員ＤＩ値（前年同月比）の推移 ※DI＝「過剰」の回答割合ー「不足」の回答割合

▲ 15.0

△ 5.0

△ 25.0

△ 45.0

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1～3月

ＤＩ値

月別

従業員ＤＩ値（前年同月比）の推移

全産業
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製 造

卸・小売

サービス
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前年同月と比較した今月の従業員について



令和６年

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1～3月 ( 12～2月 )

全産業 ±0.0 ▲ 1.3 ▲ 6.0 ▲ 5.4 ▲ 8.6 ±0.0 ▲ 2.6 ( ▲ 2.7 )

建  設 ±0.0 △ 11.1 ▲ 5.0 ±0.0 △ 10.5 △ 5.8 ▲ 11.7 ( △ 10.5 )

製  造 ▲ 11.1 ▲ 11.1 ▲ 10.5 ▲ 20.0 ▲ 23.5 ▲ 5.2 ▲ 10.5 ( ▲ 10.0 )

卸・小売 ▲ 9.5 ▲ 15.0 ▲ 13.6 ▲ 10.0 ▲ 21.7 ▲ 10.0 ▲ 5.0 ( ±0.0 )

サービ ス △ 17.3 △ 10.0 △ 4.5 △ 10.0 ±0.0 △ 10.5 △ 15.7 ( ▲ 4.5 )

先行き見通し

資金繰りＤＩ値（前年同月比）の推移 ※DI＝「好転」の回答割合ー「悪化」の回答割合

【資金繰りについて】

１２月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、△０．０（前月水準▲８．６）

となり、マイナス幅が８．６ポイント縮小した。

向こう３ヶ月（１月から３月）の先行き見通しについては、全産業では、▲２．６（前月水準▲

２．７）となり、マイナス幅が０．１ポイント縮小する見通しである。

○

○
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資金繰りＤＩ値（前年同月比）の推移
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■好転

■不変

■悪化

前年同月と比較した今月の資金繰りについて



【採算ＤＩ】

【仕入単価ＤＩ】

【資金繰りＤＩ】

【従業員ＤＩ】

【売上ＤＩ】

全国（ＣＣＩ‐ＬＯＢＯ）との比較
【CCI－LOBOとは】

日本商工会議所が各地商工会議所のネットワークを活用し、地域や中小企業が「肌で感じる足元の 景況感」や「直面する経営課題」を

全国ベースで毎月調査し、その結果を集計・公表するものです

【業況ＤＩ】

柏▲ 14.6

全国▲ 14.4
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業種別

【業種別】業界内トピックス



【業種別】業界内トピックス



質問Ａ

1 2 3 1 2 3
増加 不変 減少 増加 不変 減少

1 2 3 1 2 3
好転 不変 悪化 好転 不変 悪化

1 2 3 1 2 3
下落 不変 上昇 下落 不変 上昇

1 2 3 1 2 3
不足 適正 過剰 不足 適正 過剰

1 2 3 1 2 3
好転 不変 悪化 好転 不変 悪化

1 2 3 1 2 3
好転 不変 悪化 好転 不変 悪化

質問Ｂ

       ＜業種別回収状況＞

44
44.7%
43.2%

回答数
43.4%
回収率調査産業 調査対象数

173
38

75全 産 業

46

建   設 17
19
20

製   造
卸  ・  小売
サ ー ビ  ス

※ＤＩ値と景気の概況

質問事項
回  答  欄

前年同月と比較した

今月の水準

今月の水準と比較した向こ

う3ヶ月の先行き見通し

45 19 42.2%

※ＤＩ値（景況判断指数）について

43.5%

DI≧50 50＞DI≧25 25＞DI≧0

ｅ.業況

0＞DI≧▲25

ａ.売上高（出荷高）

ｂ.採算

（経常利益ベース）

ｃ.仕入単価

ｄ.従業員

調査方法と調査票
下記「質問Ａ」をＤＩ値集計し、「質問Ｂ」で

「業界内のトピック」の記述回答。

▲25＞DI

DI値は、業況・売上・採算などの各項目についての、判断の状況を表す。

ゼロを基準として、プラスの値で景気の上向きを表す回答の割合が多いこと

を示し、マイナスの値で景気の下向き傾向を表す回答の割合が多いことを示

す。したがって、売上高などの実数値の上昇率を示すものではなく、強気・

弱気などの景気感の相対的な広がりを意味する。

ＤＩ ＝ （増加・好転などの回答割合） － （減少・悪化などの回答割合）

ｆ.資金繰り

業界内のトピック（記述式）

調査要領
回 答 期 間

柏市内１７３事業所及び組合にヒアリング

令和６年１２月２０日 ～ 令和７年１月７日

調 査 対 象 

まあまあ 不振 極めて不振特に好調 好調


